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《 北米産大豆 》 

〇１３／１４年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が９月１２日発表した、１３／１４年度の世界及び米国大豆生産高予測によれば、

生産量は先月と比較してアメリカで下方修正、ブラジルで上方修正となり、期末在庫はブラジ

ル等で増加することとなっております。 

１３/１４年産世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ２億８，１６６万ｔ （対前年比     ５．３％増） 

消 費 量 ２億６，８８９万ｔ （対前年比     ４．３％増） 

期末在庫量 ７，１５４万ｔ   （対前年比    １６．２％増） 

期末在庫率 ２６．６％     （対前年度差 ２．７ポイント増） 

１３/１４年産米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 ８，５７１万ｔ   （対前年比     ４．４％増） 

消 費 量 ４，８１６万ｔ   （対前年比     ０．８％減） 

輸 出 量 ３，５７９万ｔ   （対前年比     ４．２％増） 

期末在庫量 ４０８万ｔ     （対前年比    １９．６％増） 

期末在庫率 ４．８％      （対前年度差 ０．７ポイント増） 

 

〇２０１３年産アメリカ大豆着サヤ率及び作況状況 

 米国農務省が３日に発表した、９月１日現在の米国大豆着サヤ率は、主要１８州平均で９

２％（前週８４％、前年９８％、平年９６％）と、平年比で４ポイント下回りました。 

一方、作柄状況は、主要１８州平均で、普通３１％（前週２９％、前年３３％）良好４３％

（前週４６％、前年２６％）、優良１１％（前週１２％、前年４％）となっており、優・良合

わせて５４％で前週より４ポイント低下しています。 

 また、９月上旬に現地視察された商社情報によれば、ミネソタ、アイオワ州境付近東部では

作付後の洪水被害により再播種を行わなかった農家が多く、収穫放棄となる畑が多く確認され

ているそうです。また、両州の西部においても天候不順から子実肥大が遅れが不安視されてお

り、イリノイ州西部も同様の状況とのことです。 

 一方、インディアナからオンタリオにかけては、平年並みの収穫が見込めるのではないかと

の情報もあります。今後も天候・作柄の情報を見定めていく必要がありますが、上記の情報か

ら、現時点で予測される２０１３年産米国産大豆の動向として 

① 単収の下方修正がある可能性があり、相場上昇の材料となる。  

② 未熟粒や石豆発生の可能性が高く（ミネソタ・イリノイ・アイオワを中心に）品質不良の

可能性がある。  

③ ①の理由から、北米産ＮＯＮ-ＧＭＯ大豆の供給力が低下し、年度途中での追加契約が難し

くなる。 

といったような事柄が考えられます。 
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《 トピックス 》 

〇平成２５年産国産大豆産地情報 

 去る８月２８日、弊社が契約栽培を行っております『JA つがるにしきた』嘉瀬地区のオク

シロメ圃場の視察を行いました。 

 ６月初旬までに播種が終わり、６月の高温少雨、７月は一転して降雨が多くなった天候の中、

一部の圃場を除いた多くの圃場で２回の中耕培土を実施できており、生育については順調に推

移しております。虫害についても、適期に防除を実施できているので、被害の可能性は低いと

思われるとのことです。 

 現時点での予測ではありますが、おそらく例年並み以上の生産量、品質になるものと思われ

ます。 

     

平年並みで推移 

 

収穫放棄多発 

単収減 

未熟粒？ 

石豆発生？ 


